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まえかき

数理解析研究所の研究会の一環として今年も「Mathematical Toplcs in Biology」研究会
を 10月 19日一 21日の 3日間開催することか出来た。生物学に現われる諸現象に理
論的立場から興味をもつ人たちか全国から 1年に一度集まり、参加者は延へ 150名を
越えるという盛況の中て、数理生讐学,数理人口学,ニューラルネノトワーク理論,形
讐形成等に現われる数理的諸問題の最近の結果の報告そしてそれに関連した盾発な討論
か行なわれた。

現在、世界的状況としては、数理生物学か自妖科学における一つの分野として進むの
か、あるいはより広く数理科学の一つの応用分野となってしまうのか、重要な分岐占に
来ている。その中て、我々の今後の方向は国際的に大いに IE目され、更なる発展か望ま
れている。この分野て活躍している人達の今後の盾躍を期待したい。

最後に今回の研究会を開催する機会を与えて頂いた数理解析研究所そして研究会のプ
ログラムそして運営をして頂いた数理生物学懇談会事務局の方々に感謝したい。

平成 6年 3月

研究代表者
三村 昌泰
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